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脱水

反応器

反応装置略図

酸
＋
ア
ル
コ
ー
ル

送
液

ポ
ン
プ

エ
ス
テ
ル

減
圧
ラ
イ
ン

マイクロ波

Ｅ
Ｒ
Ｍ
が
日
本
市
場
開
拓

ＲＥＡＣＨ
登 録 支 援

唯
一
代
理
人
で
仏
社
と
提
携

環
境
対
応
型
Ｐ
Ｃ
拡
充

消
費
電
力
調
節
、ボ
タ
ン
１
つ

Ｎ
Ｅ
Ｃ

環
境
確
保
条
例

改
正
案
提
案
へ

エ
ス
テ
ル
化
は
、
フ
ァ
イ

ン
ケ
ミ
カ
ル
製
品
の
中
間
体

製
造
な
ど
で
広
く
行
わ
れ
て

い
る
プ
ロ
セ
ス
。
塩
素
や
硫

酸
、
有
機
溶
媒
な
ど
を
多
量

に
使
う
た
め
、
こ
れ
ら
を
回

収
・
中
和
し
廃
棄
物
と
し
て

処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、
コ

ス
ト
・
労
力
は
多
大
。
ま
た

反
応
工
程
が
多
段
階
に
わ
た

り
、
時
間
も
か
か
る
。

一
方
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど

に
も
使
わ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
波

に
よ
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
物
質

の
極
性
の
高
い
分
子
に
作
用

し
、
励
起
す
る
シ
ン
プ
ル
な

も
の
。
エ
ス
テ
ル
の
直
接
の

原
料
で
あ
る
カ
ル
ボ
ン
酸
と

ア
ル
コ
ー
ル
以
外
、
環
境
に

有
害
な
原
料
を
使
わ
ず
、
副

生
さ
れ
る
の
は
水
だ
け
。
反

応
が
高
速
で
起
こ
る
の
で
大

幅
に
時
間
短
縮
で
き
る
。
ケ

ミ
ク
レ
ア
で
は
、
２
０
０
時

間
か
か
っ
た
反
応
が
１０
分
程

度
で
完
了
し
た
事
例
も
あ
る

と
い
う
。

こ
れ
ま
で
の
マ
イ
ク
ロ
波

の
化
学
反
応
へ
の
利
用
は
一

分
子
反
応
が
大
部
分
。
エ
ス

テ
ル
合
成
の
よ
う
に
二
分
子

反
応
を
行
う
プ
ラ
ン
ト
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
化
粧
品
向
け
に

稼
働
し
て
い
る
例
が
あ
る
の

み
。
そ
れ
も
特
殊
な
物
質
で

規
模
も
小
さ
い
と
い
う
。

ケ
ミ
ク
レ
ア
の
「
有
害
廃

棄
物
フ
リ
ー
高
効
率
エ
ス
テ

ル
合
成
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
」

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
有
害
化
学

物
質
リ
ス
ク
削
減
基
盤
技
術

研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
２
０
０
７
年
度
か
ら
２

年
間
の
予
定
で
実
施
、
三
浦

偉
俊
取
締
役
・
研
究
所
長
を

リ
ー
ダ
ー
に
産
業
技
術
総
合

研
究
所
、
岐
阜
大
学
と
共
同

で
取
り
組
ん
で
い
る
。
医
薬

品
や
太
陽
電
池
色
素
な
ど
、

広
く
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
中

間
体
に
応
用
で
き
る
技
術
を

目
指
す
。

昨
年
度
は
、
つ
く
ば
研
究

所
に
装
置
を
置
い
て
、
自
社

品
目
で
も
あ
る
ブ
ロ
ム
酢
酸

エ
ス
テ
ル
を
モ
デ
ル
に
反
応

形
式
な
ど
を
探
索
。
１
２
５

～
１
５
０
度
Ｃ
の
２
段
階
反

応
で
、
最
も
不
純
物
を
低
減

で
き
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

脱
水
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
は

使
わ
ず
、
減
圧
法
を
採
用
。

最
適
条
件
（
１
０
０
ｍ
ｍ
Ｈ

ｇ
）
を
得
た
。
エ
ス
テ
ル
生

産
能
力
は
、
毎
分
１０
・
５
�

�
の
流
速
で
年
間
８
・
８
�

（
２４
時

間
・
３
６
５
日

稼

働
）
を
見
込
む
。

削
減
効
果
は
エ
ス
テ
ル
年

産
２
万
�
当
た
り
ト
ル
エ
ン

１４
万
�
、
硫
酸
１
万
�
、
無

機
廃
棄
物
２
・
２
万
�
、
有

機
廃
棄
物
１
・
６
万
�
、
蒸

発
熱
１
０
６
万
�
�
、
電
力

１
８
０
０
万
�
�
時
に
な
る

と
い
う
。
ま
た
マ
イ
ク
ロ
波

加
熱
の
自
動
化
や
、
夜
間
電

力
の
利
用
な
ど
で
、
よ
り
低

コ
ス
ト
化
も
可
能
。

条
件
設
定
が
固
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
度
は
２
段
目

の
プ
ロ
セ
ス
を
追
加
し
て
実

験
を
行
う
。
す
で
に
装
置
設

計
に
入
っ
た
。

さ
ら
に
、
新
た
に
ア
ミ
ノ

酸
エ
ス
テ
ル
へ
の
適
用
を
図

る
。
す
で
に
産
総
研
で
マ
イ

ク
ロ
波
プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性

を
確
認
済
み
。
ブ
ロ
ム
酢
酸

は
、
酸
性
度
が
強
い
た
め
触

媒
な
し
だ
っ
た
が
、
ア
ミ
ノ

酸
で
は
必
要
。
こ
の
た
め
触

媒
や
イ
オ
ン
液
体
な
ど
の
研

究
を
、
岐
阜
大
の
村
井
利
昭

教
授
ら
と
共
同
で
進
め
て
い

る
。
ブ
ロ
ム
酢
酸
エ
ス
テ
ル

と
併
せ
、
年
内
に
技
術
確
立

で
き
る
見
通
し
。

ケ
ミ
ク
レ
ア
で
は
、
広
く

一
般
に
応
用
可
能
な
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
仕
上
げ
る
と
と
も

に
、
将
来
的
に
は
、
製
品
ご

と
に
最
適
の
触
媒
を
合
わ
せ

る
か
た
ち
で
、
医
薬
品
や
太

陽
電
池
色
素
向
け
の
中
間
体

な
ど
、
よ
り
付
加
価
値
の
高

い
製
品
を
狙
っ
て
実
用
化
・

事
業
化
を
進
め
る
考
え
。

イ
ー
・
ア
ー
ル
・
エ
ム
日

本
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
日
本
、
本
社
・

横
浜
市
）
は
、
来
月
の
本
格

施
行
を
控
え
た
欧
州
化
学
物

質
管
理
規
則
、
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ

の
登
録
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
強
化
す
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
本
社

（
ロ
ン
ド
ン
）
が
先
月
、
仏

Ｌ
Ｔ
Ｓ
社
と
提
携
。
Ｅ
Ｕ
域

外
製
造
者
の
法
的
代
理
人
と

な
る
「
域
内
唯
一
代
理
人
」

の
委
託
契
約
を
締
結
し
、
サ

ー
ビ
ス
基
盤
を
厚
く
し
た
。

ま
た
日
本
企
業
に
対
し
て
、

欧
州
法
人
を
対
象
に
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｈ
遵
法
監
査
を
今
年
に
入

っ
て
開
始
す
る
な
ど
、
サ
ポ

ー
ト
機
能
を
拡
充
。
今
後
、

情
報
収
集
・
技
術
支
援
・
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の

面
で
グ
ル
ー
プ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

な
が
ら
、
日
本
市
場
へ
の
攻

勢
を
強
め
る
。

Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
、
環
境
に
特
化

し
た
世
界
最
大
規
模
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
。
４０
カ

国
以
上
に
１
０
０
カ
所
以
上

の
事
業
所
を
構
え
、
約
３
５

０
０
人
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を

持
つ
。
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
関
連
サ

ー
ビ
ス
は
、
施
行
前
の
早
い

段
階
か
ら
行
っ
て
お
り
昨

年
、
地
域
拠
点
横
断
型
の
Ｒ

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
対
応
専
門
チ
ー
ム

も
立
ち
上
げ
た
。
欧
州
の
主

要
国
に
は
情
報
収
集
、
技
術

支
援
、
登
録
担
当
の
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
、
北
米
の
各
オ
フ

ィ
ス
に
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
実
務
担
当
者
を
置

く
。Ｅ

Ｒ
Ｍ
日
本
は
、
こ
れ
ら

の
専
門
家
と
連
携
し
て
、
日

本
語
に
よ
る
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
。
産
業
界
に
対
す
る

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
影

響

評

価

や
、
大
手
石
油
化
学
・
自
動

車
メ
ー
カ
ー
へ
の
支
援
と
い

っ
た
実
績
を
有
す
る
。

事
業
戦
略
面
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
で
は
、
法
規
遵
守

計
画
策
定
・
登
録
支
援
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
消
費
者
な
ど
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
分
析
、
業
種

・
業
態
に
応
じ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
提
供
、
欧
州
当
局
や

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
、
産
業
界

の
動
向
や
同
業
他
社
の
活
動

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
、
登
録

・
遵
法
支
援
で
は
、
顧
客
企

業
の
欧
州
法
人
を
中
心
と
し

た
遵
法
監
査
を
は
じ
め
、
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
製
品
に
対
す
る
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｃ
Ｈ
要
求
事
項
の
評
価
、
予

備
登
録
支
援
な
ど
を
行
う
。

一
方
、
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
の
域

内
唯
一
代
理
人
制
度
に
対
応

し
、
登
録
物
質
に
関
す
る
デ

ー
タ
共
有
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
加
、

全
面
的
に
顧
客
の
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｈ
登
録
を
代
行
す
る
。
唯
一

代
理
人
に
つ
い
て
は
、
化
学

物
質
専
門
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
企
業
Ｌ
Ｔ
Ｓ
と
新
た
に

提
携
し
、
同
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
を
確
保
し
た
。

登
録
支
援
・
技
術
関
係
書

類
準
備
、
デ
ー
タ
管
理
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
管
理
支
援

を
含
む
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
整

え
、
化
学
物
質
リ
ス
ク
管
理

や
製
品
の
総
合
的
な
安
全
管

理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

総
合
科
学
技
術
会
議
（
議

長
・
福
田
康
夫
首
相
）
は
１９

日
、「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

革
新
計
画
」
を
ま
と
め
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
環

境
と
経
済
の
両
立
、
発
展
途

上
国
へ
の
貢
献
を
念
頭
と
し

た
低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け

た
技
術
戦
略
で
、短
中
期
（
２

０
３
０
年
こ
ろ
ま
で
）
お
よ

び
中
長
期
（
３０
年
以
降
）
に

推
進
す
る
べ
き
技
術
開
発
を

整
理
し
た
。
ま
た
世
界
に
先

駆
け
た
技
術
を
、
国
を
挙
げ

て
開
発
す
る
体
制
を
構
築
す

る
一
方
、
海
外
を
視
野
に
入

れ
た
技
術
移
転
に
つ
い
て
は

民
間
を
主
体
と
し
、
環
境
モ

デ
ル
都
市
の
国
際
連
携
を
、

省
エ
ネ
技
術
移
転
の
有
効
手

段
と
位
置
付
け
た
。
同
計
画

は
福
田
首
相
の
指
示
で
総
合

科
学
技
術
会
議
が
検
討
。
７

月
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
日

本
が
発
信
す
る
地
球
温
暖
化

防
止
へ
の
取
り
組
み
の
柱
の

一
つ
と
な
る
。

◇

◇

◇

政
府
は
今
後
５
年
間
で
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
研

究
開
発
に
３
０
０
億
�
程
度

を
投
じ
る
方
針
。
今
回
策
定

し
た
技
術
革
新
計
画
は
、
関

係
府
省
が
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
技
術
に
重
点
的
に
資

源
配
分
す
る
根
拠
と
な
る
も

の
。
日
本
が
誇
る
排
出
削
減

技
術
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
や
技
術
の
普
及

策
・
制
度
改
革
を
考
慮
し
て

技
術
戦
略
を
描
い
た
。

３０
年
ご
ろ
ま
で
の
短
中
期

的
に
取
り
組
む
べ
き
革
新
技

術
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

安
定
的
に
確
保
し
た
う
え
で

の
低
炭
素
化
の
推
進
で
、
排

出
削
減
効
果
が
期
待
で
き
る

既
存
技
術
の
普
及
と
の
両
輪

に
な
る
。
削
減
効
果
の
大
き

な
技
術
、
地
域
全
体
で
削
減

す
る
た
め
の
技
術
、
削
減
効

果
を
高
め
る
た
め
の
技
術
連

携
に
分
け
た
研
究
開
発
、
普

及
方
策
を
提
示
し
た
。

ま
た
３０
年
以
降
の
中
長
期

は
排
出
を
抜
本
的
に
削
減
す

る
技
術
が
軸
。
削
減
効
果
の

大
き
い
技
術
、
技
術
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
を
実
現
す
る
技

術
、
超
長
期
的
に
実
現
が
期

待
さ
れ
る
技
術
に
分
け
て
戦

略
を
提
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
技
術
の
普
及
策

に
も
言
及
。
中
小
企
業
向
け

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
国
内
Ｃ
Ｄ

Ｍ
）
と
い
っ
た
技
術
導
入
へ

の
優
遇
策
、
環
境
モ
デ
ル
都

市
の
実
施
、
必
要
と
さ
れ
る

人
材
育
成
な
ど
も
研
究
開
発

と
と
も
に
不
可
欠
と
し
た
。

ま
た
技
術
開
発
に
は
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
で
臨
む
と
し
、
技

術
移
転
の
主
体
は
民
間
、
政

府
は
側
面
支
援
と
、
役
割
を

明
確
に
し
た
。

ケ
ミ
ク
レ
ア
（
本
社
・
東
京
、
山
村
正
士
社
長
）
は
、
マ
イ
ク
ロ
波
を
利
用
し
た
有

害
廃
棄
物
フ
リ
ー
の
エ
ス
テ
ル
合
成
プ
ロ
セ
ス
を
年
内
に
も
技
術
確
立
す
る
。
エ
ス
テ

ル
合
成
は
現
状
、
溶
媒
な
ど
を
多
量
に
使
う
う
え
廃
棄
物
も
多
量
。
ま
た
多
段
階
を
要

し
て
い
る
。
マ
イ
ク
ロ
波
の
特
徴
で
あ
る
選
択
加
熱
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
医
農
薬
中

間
体
な
ど
に
広
く
使
え
る
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
ク
リ
ー
ン
な
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
目
指
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

産
学
官
で
研
究
を
進
め
て
お
り
、
す
で
に
ブ
ロ
ム
酢
酸
エ
ス
テ
ル
を
モ
デ
ル
と
し
て
反

応
形
式
や
脱
水
法
の
探
索
を
終
え
た
。
試
験
装
置
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
に
入
る
と
と
も

に
、
ア
ミ
ノ
酸
エ
ス
テ
ル
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
加
え
触
媒
開
発
な
ど
を
加
速
、
実
証
を
重

ね
る
。
将
来
的
に
は
、
装
置
メ
ー
カ
ー
な
ど
と
連
携
で
事
業
化
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
、
ボ
タ
ン
一
つ

で
消
費
電
力
を
調
節
で
き
る

な
ど
、
環
境
対
応
を
強
化
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
パ
ソ
コ
ン

を
発
売
し
た
。
ボ
タ
ン
操
作

で
、
パ
ソ
コ
ン
に
か
か
る
負

荷
に
応
じ
て
動
作
モ
ー
ド
を

切
り
替
え
ら
れ
、
約
２０
％
の

省
電
力
化
を
実
現
し
た
。
２

０
１
０
年
度
ま
で
に
ビ
ジ
ネ

ス
向
け
パ
ソ
コ
ン
の
消
費
電

力
を
半
減
さ
せ
る
考
え
。

同
社
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
向
け

パ
ソ
コ
ン
１１
タ
イ
プ
３９
モ
デ

ル
を
新
た
に
製
品
化
。
ま
た

「
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
対
応
モ
デ
ル

を
、
従
来
の
１６
モ
デ
ル
か
ら

２２
モ
デ
ル
に
拡
大
し
た
。

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
「
Ｖ
ｅ

ｒ
ｓ
ａ
Ｐ
ｒ
ｏ
タ

イ

プ
Ｖ

Ｅ
」
で
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
稼
働

率
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
輝
度

な
ど
を
抑
え
て
消
費
電
力
を

低
減
す
る
省
電
力
モ
ー
ド

に
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
切
り
替

え
ら
れ
る
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ボ
タ
ン
」

を
新
搭
載
。

ま
た
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス

タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
応
モ
デ

ル
で
は
、
電
源
部
分
の
省
電

力
化
に
よ
っ
て
、
従
来
機
に

比
べ
消
費
電
力
を
最
大
約
２０

％
削
減
し
た
。
使
用
時
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ

に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
抑

制
で
き
る
。

同
社
で
は
、
今
後
も
電
源

部
分
・
マ
ザ
ー
ボ
ー
ド
の
省

電
力
化
、
稼
働
時
の
消
費
電

力
制
御
を
行
う
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
改
善
な
ど
を
図
り
、
０８

年
度
中
に
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
パ

ソ
コ
ン
の
消
費
電
力
を
０５
年

度
比
３０
％
、
１０
年
度
に
同
５０

％
削
減
す
る
方
針
。

短中期的対策（２０３０年ごろまで）

「削減効果の大きな技術」
▽供給側：軽水炉の高度利用
▽需要側：高効率火力、ハイブリッド車、プラグイン

ハイブリッド車、電気自動車、燃料電池自動車、高効率
照明、高効率ヒートポンプ、省エネ家電・情報機器
「地域全体で削減するための技術」

▽民生・省エネ住宅、ＨＥＭＳ／ＢＥＨＳ、ＣＡＳＢ
ＥＥ
「削減効果を高めるための技術連携」

▽再生可能エネルギーと電力貯蔵、交通・物流の高度
化（ＩＴＳ）、高効率火力発電とＣＯ２回収・貯留（ＣＣＳ）

中長期的対策（２０３０年以降）

「削減効果の大きな技術」
▽次世代軽水炉、高速増殖炉サイクル、第３世代太陽

電池、水素製造技術、水素還元製鉄
「技術のブレークスルーを実現する基盤技術」

▽新しい触媒や材料（耐熱・高温材料、超電導材料、
白金代替触媒など）
「超長期的に実現が期待される技術」

▽核融合

名
古
屋
で
生
物
多
様
性
シ
ン
ポ

２
０
１
０
年
に
開
催
さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約
第

１０
回
締
約
国
会
議
の
開
催
地
に
名
古
屋
市
が
立
候
補

し
た
こ
と
を
受
け
、
環
境
省
は
６
月
１４
日
午
後
１
時

か
ら
、
名
古
屋
市
の
愛
知
県
芸
術
劇
場
・
大
ホ
ー
ル

で
「
生
物
多
様
性
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
く
。
国
民
に
広
く
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。

式
典
に
は
鴨
下
一
郎
環
境
大
臣
、
神
田
真
秋
愛
知

県
知
事
、
松
原
武
久
名
古
屋
市
長
、
ア
ハ
メ
ド
・
ジ

ョ
グ
ラ
フ
生
物
多
様
性
条
約
事
務
局
長
ら
が
出
席
の

予
定
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
主
幹
の
室
山
哲
也
氏
、
Ｊ
Ｔ
生

命
誌
研
究
館
館
長
の
中
村
桂
子
氏
、
タ
レ
ン
ト
の
大

桃
美
代
子
さ
ん
、
黒
田
大
三
郎
環
境
省
大
臣
官
房
審

議
官
ら
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す

る
。参

加
費
無
料
。
定
員
１
０
０
０
名
。
希
望
者
は
環

境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
申
し
込
み
用
紙
を
入
手

の
う
え
、
生
物
多
様
性
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

運
営
事
務
局
（
０
３
―
３
３
５
５
―
７
８
３
０
）
ま

で
。燃

料
電
池
の
研
究
成
果
報
告
シ
ン
ポ

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
）
は
、
６
月
２３
～
２６
日
に
東
京
・
神
田
駿
河

台
の
明
治
大
学
・
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
で
「
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
の
革
新
的
技
術
―
燃
料
電
池
自
動

車
の
将
来
的
な
普
及
及
び
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ

ム
の
実
用
化
に
向
け
て
」
と
題
す
る
研
究
成
果
報
告

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。
２
０
０
７
年
度
に
実
施
し

た
燃
料
電
池
・
水
素
技
術
開
発
の
研
究
成
果
を
中
心

と
し
て
分
野
ご
と
に
成
果
を
発
表
す
る
。
時
間
は
６

月
２３
日
を
除
き
１０
時
～
１８
時
。
２３
日
の
み
１０
時
半
か

ら
。口

頭
発
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
水
素
の
貯
蔵
・
車
載
技

術
開
発
、
燃
料
電
池
・
水
素
に
係
る
調
査
研
究
、
水

素
イ
ン
フ
ラ
の
普
及
に
向
け
た
技
術
開
発
、
燃
料
電

池
・
水
素
に
係
る
基
準
及
び
標
準
化
、
定
置
用
燃
料

電
池
の
早
期
実
用
化
に
向
け
た
技
術
開
発
な
ど
。

参
加
費
無
料
で
各
日
定
員
約
７
０
０
名
。
申
し
込

み
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。
問
い
合
わ
せ

は
燃
料
電
池
・
水
素
技
術
開
発
部
（
電
話
０
４
４
―

５
２
０
―
５
２
６
１
）
ま
で
。東

京
都
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

の
大
幅
削
減
を
実
現
す
る
た

め
、
来
月
１０
日
か
ら
開
会
予

定
の
２
０
０
８
年
都
議
会
第

２
回
定
例
会
に
環
境
確
保
条

例
の
改
正
案
を
提
案
す
る
。

都
は
２０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
００
年
比
２５
％
削
減

す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

同
条
例
で
は
温
暖
化
防
止
の

新
た
な
施
策
を
盛
り
込
み
、

０８
年
度
中
の
改
正
を
目
指
し

て
い
る
。

主
な
提
案
事
項
は
�
大
規

模
事
業
所
に
対
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
総
量
削
減
義
務

と
排
出
量
取
引
制
度
の
導
入

�
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
任
意
報

告
制
度
な
ど
を
含
む
中
小
規

模
事
業
所
の
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
制
度
の
創
設
�
地
域

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
利
用
に
関
す
る
計
画
制
度

の
創
設
�
建
築
物
環
境
計
画

書
制
度
の
強
化
�
家
庭
用
電

気
機
器
な
ど
に
か
か
わ
る
Ｃ

Ｏ
２

削
減
対
策
の
強
化
―
な

ど
。

ケ
ミ
ク
レ
ア
な
ど

ママイイククロロ波波利利用用可可能能にに
年
内
に
も
基
礎
技
術

廃
棄
物
出
ず
反
応
迅
速

エ
ス
テ
ル
合
成

現在の反応装置。２段階反

応にするため同様の装置を

１台付け加える

エエエエエエエエエエエエエエエエ
ココココココココココココココココ
フフフフフフフフフフフフフフフフ
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ッッッッッッッッッッッッッッッッ
シシシシシシシシシシシシシシシシ
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東
京
都

環境エネ技術革新計画

総合科技会議まとめ

低
炭
素
化
で
世
界
牽
引
へ

抜
本
手
法
は
中
長
期
で
開
発

☆（１０）２００８年（平成２０年）５月２０日（火曜日）（第三種郵便物認可）


